
人がいきいきと活躍する　幸せ実感のまち
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〈 今月の表紙 〉
伊万里トンテントン祭り（10 月 26 日撮影）

《 今月の特集 》

伊万里市 この１年



まさにスペシャルな１日にまさにスペシャルな１日に

全国各地から参加した約 2,500 人が新春の伊万里路を駆け抜ける全国各地から参加した約 2,500 人が新春の伊万里路を駆け抜ける

こ
の
１
年
に
『
広
報
伊
万
里
』
で

こ
の
１
年
に
『
広
報
伊
万
里
』
で

紹
介
し
た
主
な
出
来
事

紹
介
し
た
主
な
出
来
事

大
川
内
健
太
さ
ん（
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
高
等
部
３
年
）が『
杭

州
２
０
２
２
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
』
陸
上
男
子
１
５
０
０
㍍

（
知
的
障
が
い
）
で
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
深
浦
市
長
を
表
敬

訪
問
《
15
日
》

Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
伊
万
里
湾
大
花
火

２
０
２
３
が
４
年
ぶ
り
に
有
観
客
で
開
催

『
市
の
脱
炭
素
に
向
け
た
今
後
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
開

催
《
８
・
９
日
》

『
二
十
歳
の
集
い
』
に
名
称
が
か
わ
り
、
初
め
て
分
散
開
催
で
は

な
く
一
堂
に
会
し
て
開
催
《
７
日
》

『
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
』
開
催
《
８
日
》

市
民
図
書
館
で
『
新
春
か
る
た
会
』
４
年
ぶ
り
開
催
《
13
日
》

松
浦
鉄
道
株
式
会
社
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
駅
名
標
』『
待
合

所
い
す
』
完
成
披
露
除
幕
式
開
催
《
31
日
》

市
郷
土
研
究
会
創
立
65
周
年
記
念
講
演
開
催
《
10
日
》

『
い
ま
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
ク
ー
ル
！
ア
ー
ト
泥
団
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
』
開
催
《
18
日
》

古
川
圓
さ
ん
（
武
雄
高
校
３
年
）
と
前
山
翔
祐
（
伊
万
里
特
別
支

援
学
校
高
等
部
３
年
）
さ
ん
に
『
伊
万
里
市
民
賞
』
贈
呈
《
28
日
》

南
波
多
郷
学
館
で
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
出
前
授
業
開
催

《
28
日
》

伊
万
里
市
新
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
完
成

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
２
０
２
４
オ
ー
プ
ン
戦
ス
ポ
ン

サ
ー
ゲ
ー
ム
『
い
ま
り
で
、
決
ま
り
！
』
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
開
催
《
16
日
》

伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
エ
リ

ア
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
《
20
日
》

伊
万
里
中
学
校
改
築
事
業
落
成
式
開
催
《
21
日
》

市
こ
ど
も
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
園
閉
園
式
開
催《
27
日
》

写
真
７７

写
真
６６

写
真
３３

写
真
５５

写
真
４４

写
真
２２

写
真
１１

11月12 月１月２月３月

駅名標７駅駅名標７駅・・待合所いす４駅分を待合所いす４駅分を

『広報伊万里『広報伊万里』』で振り返る１年

4

3

2

5

伊万里湾の夜空華やかに彩る伊万里湾の夜空華やかに彩る

昔ながらのあそびもいいね昔ながらのあそびもいいね

自在にロボットを操作したよ自在にロボットを操作したよ

1

伊万里市 この１年
　令和６年（2024 年）もあとわずかとなりました。
あなたにとって、この１年はどのような年でしたか。
　ここでは『広報伊万里』で紹介した出来事をもとに、
市の１年を振り返ります。

令和５年令和６年

特 集

新しい遊具を公園に設置新しい遊具を公園に設置7 6
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パリで得た財産を携え、見据える先は 2028 ロサンゼルス五輪パリで得た財産を携え、見据える先は 2028 ロサンゼルス五輪

第
23
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
』

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
開
催
《
28
日
》

森
永
製
菓
株
式
会
社
に
『
色
絵
エ
ン
ゼ
ル
橘
文
瓶
子
』
を
寄
贈

《
15
日
》

『
第
33
回
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
開
催
《
26
日
》

伊
万
里
実
業
高
校
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
が
第
８
回
食
育
活

動
表
彰
『
教
育
関
係
者
・
事
業
者
部
門
（
教
育
等
関
係
者
の
部
）』

で
、
最
高
位
の
『
農
林
水
産
大
臣
賞
』
を
受
賞
し
、
市
長
を
表

敬
訪
問
《
６
日
》

『
い
ま
り
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
２
０
２
４
』
開
始
《
１
日
》

『
第
１
０
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
佐
賀
大
会
』
の

決
勝
戦
で
有
田
工
業
高
校
が
勝
利
。
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
夏
の

甲
子
園
出
場
を
決
め
る
《
24
日
》

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
市
出
身
の
鳥
山
麻
衣
さ
ん
（
ホ
ッ
ケ
ー

女
子
）
と
柳
本
幸
之
介
さ
ん
（
競
泳
男
子
）
が
出
場

『
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
塾
』
開
講
《
２
日
》

市
と
株
式
会
社
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
連
携
協
定
締
結
《
５
日
》

大
川
内
山
で
『
ボ
シ
灯
ろ
う
ま
つ
り
』
開
催
《
24
日
》

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
で
『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
種
目
』
開
催
《
11
・
14
〜
17
日
》

市
制
施
行
70
周
年
記
念 

小
森
陽
一
氏
連
携
企
画
『
陽
心
塾
』
第

１
弾
開
催
《
22
日
》

山
代
中
学
校
で
『
子
育
て
サ
ロ
ン
』
開
催
《
１
日
》

『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
・
軟
式
野

球
競
技
』
開
催
《
５
〜
９
・
11
〜
14
日
》

市
制
施
行
70
周
年
記
念 

小
森
陽
一
氏
連
携
企
画
『
陽
心
塾
』
第

２
弾
開
催
《
13
日
》

『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
』
開
催
《
26
〜
28
日
》

『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
２
４
』
開
催
《
26
・
27
日
》

伊
万
里
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行
《
３
日
》

写
真
８８

写
真
1010

写
真
1111

写
真
1212

写
真
1313

写
真
1414

本
紙
Ｐ
９

写
真
９９

写
真
1515

４月５月６月７月８月９月10 月

これまでもそしてこれからもこれまでもそしてこれからも18 イマリシティの歓喜イマリシティの歓喜

『広報伊万里『広報伊万里』』で振り返る１年　　　　　　　　　　　　　　　覚えていますか。いろいろな出来事

16

一体感が生んだ至極のドラマ一体感が生んだ至極のドラマ

森永太一郎翁とのご縁と絆を形に森永太一郎翁とのご縁と絆を形に8

10連携した活動などに高い評価連携した活動などに高い評価9

特集　伊万里市 この１年

11

本
紙
Ｐ
６

応援と支えがあったからこそ応援と支えがあったからこそ13 みんなに届いたスポーツの力みんなに届いたスポーツの力15

写
真
1717

写
真
1616

学び合いと育ち合いの機会学び合いと育ち合いの機会14

11月

気球のごとく舞い上がるため気球のごとく舞い上がるため12

故郷に幸せ届けたトークショー故郷に幸せ届けたトークショー17

写
真
1818

本
紙
Ｐ
８

3 2024.12
広報



グリーン・ツーリズム事業

関東の修学旅行生が伊万里の自然を体感

千葉商科大学附属高校（千葉県）の 105 人の修学旅行生が、

市内４つのエリアで 20 軒の家庭に分かれて、農作業や

料理、フットパス体験を行いました。これは、市観光協

会のグリーン・ツーリズム部会が主催したもので、今回

波多津町を訪れた修学旅行生のグループは、アスパラガ

ス農家での収穫体験をはじめ、地元の皆さんとの交流を

通して、伊万里の豊かな自然や食の魅力を体感しました。

↑�昼食は、波多津の山や海が見える場所で自然を感じながら、収
穫したアスパラガスや手作りの豚汁などを美味しく食べました

10.23

みんなの広場

地域日本語教室『Awesome ＩＭＡＲＩ』

韓国の高校生和菓子づくりで日本文化体感

市民センターで、韓国のソウルマグネット高校の生徒

12 人が、日本の伝統的な和菓子『柏もち』などをつく

る体験をしました。これは、市が市国際交流協会に委託

している地域日本語教室『オーサム・イマリ』の活動の

一環として開かれたもので、高校生は、生地づくりから

取り組み、こねたり伸ばしたり、あんこを包んだりし

て、完成したお菓子をおいしそうに頬張っていました。

↑�ボウルに入れた白玉粉に水を少しずつ加えながらゴムベラ
で混ぜ合わせる工程を行う参加者と見守る参加者

堤電気株式会社の井上裕斗さんが全国大会に出場

県で１位の称号を得た電気工事の技術

堤電気株式会社（立花町）の井上裕斗さんが市役所を訪れ、

電気工事における配管技術と速さ、正確さを競う『第５回

電気工事技能競技全国大会』に出場することを市長に報告

しました。井上さんは、昨年 10 月 13 日に佐賀県立産業

技術学院で行われた『第 53 回全九州技能競技佐賀県大会』

で見事優勝したことで、佐賀県代表に選ばれました。全国

大会は11月27・28日に神奈川県横浜市で開催されました。

↑�応援メッセージが記された旗をかかげ活躍を誓う井上さん
（中央）と専務取締役の堤悠樹さん（左）

チャレンジ『Ｄａｙ』キャンプ

郷土の大自然を満喫した一日

↑�参加者は、さまざまな種類のテントを組み立てました

伊万里市青少年育成団体連絡協議会が、都川内森林公園

（大川内町）で日帰りキャンプを実施しました。キャンプ

には、市内の小学校４～６年生の９人が参加し、テント

設営や火おこし、野外炊飯を行うなど、自然の中で日常

では味わうことが少ないアウトドアを満喫しました。児

童のひとりは「初めてテントを立てました。大きくて大

変だったけど、楽しかったです」と笑顔で話しました。

10.24

11.9

11.1
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10
月
19
日
『
家
読
（
う
ち
ど
く
）

講
演
会
』
が
黒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
黒
川
町
家
読

連
絡
会
が
、
町
内
外
の
家
庭
に
家

読
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
家
読
推
進
活
動
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
食
育
絵
本
の
出
版
社

『
お
む
す
び
舎
』
の
代
表
を
務
め

る
霜
鳥
英
梨
さ
ん
が
『
命
輝
か
せ

る
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
、
絵
本
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
や
食
の
大
切
さ
な
ど

を
語
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
講
演
会
に
合
わ
せ

て
絵
本
の
原
画
展
も
行
わ
れ
、
来

場
者
が
原
画
１
枚
１
枚
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

家
読
（
う
ち
ど
く
）

講
演
会

↑�「体は口から食べる食べ物でできているた
め、何を食べるかが重要だ」と話す霜鳥さん

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

教育と文化

　
瀬
戸
町
早
里
地
区
に
は
、
国
道

２
０
４
号
線
沿
い
の
小
高
い
丘

に
、
大
き
な
イ
ス
ノ
キ
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
は
、
マ
ン
サ
ク
科
イ

ス
ノ
キ
属
の
常
緑
樹
で
、
主
に
暖

か
い
土
地
に
自
生
す
る
樹
木
で
す
。

平
成
18
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
樹
高
約
13
㍍
、
目
通

り
幹
回
り
（
目
線
の
高
さ
で
の
幹

の
回
り
）
約
２
・
５
㍍
と
、
県
内

で
も
屈
指
の
大
き
さ
で
す
。『
ヒ
ョ

ン
の
木
』
と
い
う
別
名
が
あ
り
、

虫ち
ゅ
う
え
い嬰
と
い
う
虫
の
寄
生
な
ど
に

よ
っ
て
出
来
た
空
洞
の
コ
ブ
を
、

笛
の
よ
う
に
し
て
吹
く
と
『
ヒ
ョ

ン
』
と
鳴
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
は
『
柞ゆ

す
は
い灰
』
と
い
う

磁
器
の
釉
薬
の
原
料
が
と
れ
、
柞

灰
は
江
戸
時
代
で
盛
ん
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
の
イ
ス

ノ
キ
は
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
た

め
、
日
向
（
宮
崎
）
や
薩
摩
（
鹿

児
島
）
で
作
ら
れ
た
柞
灰
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年

で
も
、
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ス

ノ
キ
の
数
は
減
少
し
て
い
て
、
県

内
で
も
ご
く
僅
か
に
見
ら
れ
る
珍

し
い
樹
木
で
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
周
辺
に
は
、
マ
テ
バ
シ

イ
や
ス
ダ
ジ
イ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な

ど
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

『
暖
地
海
岸
性
林
』
と
し
て
、
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
見
ら

れ
る
貴
重
な
植
生
で
あ
り
、
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
里
の
イ
ス
ノ
キ

〜
伊
万
里
市
の
天
然
記
念
物
シ
リ
ー
ズ
④
〜

男
女
協
働
参
画
、
最
初
の
一
歩
は
家
庭
か
ら

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
23
‐
２
１
１
５
）

　『
育
児
・
介
護
休
業
法
お
よ
び

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
』

が
令
和
６
年
５
月
に
改
正
さ
れ
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
、
令

和
５
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査

の
結
果
で
は
、
女
性
の
育
休
の

取
得
率
は
84
・
１
㌫
で
前
年
度

よ
り
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

男
性
の
取
得
率
は
30
・
１
㌫
で
、

13
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
は
過
去
最

高
の
伸
び
で
し
た
。
し
か
し
、

女
性
の
取
得
率
が
８
割
台
で
推

移
し
て
い
る
一
方
、
男
性
の
取

得
率
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

女
性
と
比
べ
て
低
い
水
準
で
す
。

　
男
性
の
育
休
取
得
を
妨
げ
る

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
育
休
は
女
性
が
取
得
す
る

も
の
と
い
う
社
会
の
固
定
観
念

や
職
場
の
上
司
や
同
僚
の
理
解

不
足
、
ま
た
、
育
休
取
得
後
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
意
識
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
給
付
金

は
賃
金
の
１
０
０
㌫
が
補
償
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
育

休
中
に
収
入
が
減
る
こ
と
も
育

休
取
得
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　『
育
児
や
家
事
は
女
性
の
仕

事
』
と
考
え
る
風
潮
が
、
昭
和
世

代
の
人
に
は
ま
だ
ま
だ
根
強
く

あ
り
、
男
性
の
育
児
や
家
事
へ
の

参
加
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
浸
透
す
る
た
め
に
は
、
制
度
の

充
実
に
加
え
、
社
会
や
企
業
全
体

で
の
制
度
の
周
知
や
個
人
の
意

識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
の
中
で
『
男
性
の
仕
事
』

『
女
性
の
仕
事
』
と
思
っ
て
い
る

固
定
し
た
概
念
を
見
直
し
、
男

性
も
育
児
や
家
庭
内
の
家
事
な

ど
の
役
割
を
平
等
に
分
担
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
男

女
の
区
別
な
く
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
男
女
の
差
な
く

平
等
な
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
初
め
の

一
歩
と
し
て
、
各
家
庭
か
ら
意
識

の
改
革
を
行
い
、
認
識
の
変
革
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【�

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話

会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
】
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ほがらか

い
ま
り
秋
祭
り
２
０
２
４

　
10
月
26
、27
日
に
市
街
地
で
『
い

ま
り
秋
祭
り
２
０
２
４
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
雨
の
影
響
で
、
26
日
の
午
後
か

ら
開
始
と
な
っ
た
祭
り
は
、
市
観

光
大
使 

池
田
輝
郞
さ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
を
皮
切
り
に
、
伝
統
芸
能
と
し

て
東
山
代
町
の
巫
女
の
舞
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
『
大
相
撲
い
ま
り
秋

祭
り
場
所
』
と
銘
打
っ
た
田
子
ノ

浦
部
屋
力
士
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
恒
例
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
、
市

内
外
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
ダ

ン
ス
の
披
露
や
小
中
学
校
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
、
企
業
・
団
体
対

抗
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
市
民
総
踊

り
、
伊
万
里
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
に
も
、
福
岡
の
人
気
飲
食
店
に

よ
る
伊
万
里
産
の
食
材
を
使
っ
た

伊
万
里
フ
ェ
ア
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
が
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

　
伊
萬
里
神
社
御
神
幸
祭
『
伊
万

里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
』
で
は
、
奉
納

合
戦
や
川
落
と
し
が
行
わ
れ
、
そ

の
迫
力
に
観
客
は
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

↑�伊万里高校吹奏楽部の演奏に合わせて書道部・
美術部がパフォーマンスを披露

↑�さまざまなジャンルのダンス
が披露されました

↑�餅投げならぬ『お菓子投げ』を行う力
士たち

入に
ゅ
う
し
ょ所

せ
し  

主ぬ
し

待ま

つ
庭に

わ

の  

山さ

ざ

ん

か

茶
花
は
　   

　
　
　
　  
数あ

ま

た多
つ
ぼ
み
て  

師し

わ

す走
連つ

れ
来く

る

小こ

じ

ま島
　
万ま

さ

え

佐
枝

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田た

な

か中
　
南な
ん

嶽が
く

紅も

み

じ葉
散ち

る
昨き

の

う日
に
今き

ょ

う日
の
彩い

ろ

重か
さ

ね

　
10
月
23
日
、
川
内
産
業
株
式
会
社

（
山
代
町
）
が
、
市
と
山
代
町
交
通

対
策
協
議
会
に
、
交
通
安
全
の
ぼ

り
旗
３
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
地
元
の
山
代

町
か
ら
「
の
ぼ
り
旗
の
多
く
が
劣

化
し
不
足
し
て
い
る
」
と
の
声
を

受
け
て
贈
っ
た
も
の
で
、
運
転
手

へ
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
た
３

種
類
の
旗
は
、今
後
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

川
内
産
業
（
株
）
交
通

安
全
の
ぼ
り
旗
寄
贈

↑�川内産業（株）の立部薫会長（中央）と
山代交通対策協議会の貞方美博会長（左）

　百歳の誕生日おめでとうございます。長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘訣は
　若い頃は、畑で野菜作りをしていま
した。今は、大好きな相撲やお笑い
番組を見てゆっくり過ごしています。

田代　カネヨさん（二里町）
10 月 14 日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　現役時代は、中学校の教諭でした。
定年後は、よく旅行に出かけていまし
た。また、老人会の会長も務めました。

北村　幹雄さん（立花町）
10 月９日生まれ

62024.12 広報いまり



『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ほがらかほがらか

岸本 熊一さん
（79 歳）

　活動に参加して、みんなと分け隔てなく
会話ができるのが楽しく、元気をもらって
います。
　体力を落とさず、これからも維持してい
くことを目標に、百歳体操を続けます。

　膝が悪くなったときに、運動をするこ
とで膝の状態をよくしたいと思ったこと
がきっかけで、百歳体操を始めました。
　老人クラブに入って、百歳体操やグラ
ウンドゴルフをみんなで楽しんでいます。

　『継続は力なり』を目標に掲げて、百歳
体操に通い続けています。
　今後も自分のことは自分でできるよう
にするためにも、百歳体操をがんばりた
いと思っています。

波多 信子さん
（78 歳）

↑�波多津町老人クラブ百歳体操の会の皆さん

〜元気に集う〜〜元気に集う〜
　市内には、健康体操や趣味の活動など『集いの場』で活発に活動してい市内には、健康体操や趣味の活動など『集いの場』で活発に活動してい
るグループがたくさんあります。るグループがたくさんあります。
　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。

メンバー紹介メンバー紹介

● 問合先問合先　　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（長寿社会課高齢福祉・介護認定係（ 　  　 ☎☎ 23-216223-2162））

　波多津町老人クラブの活動の一環で百歳　波多津町老人クラブの活動の一環で百歳

体操を行っています。体操を行っています。

●● 会員数　会員数　15 人15 人
●● 活動内容活動内容
　�　�毎週木曜日、午後１時 30 分から活動し毎週木曜日、午後１時 30 分から活動し

ています。百歳体操と座談会を行い、みています。百歳体操と座談会を行い、み

んなで交流しています。んなで交流しています。
�●�● 活動場所　活動場所　
　　波多津コミュニティセンター別館波多津コミュニティセンター別館

vol.13vol.13
波多津町老人クラブ波多津町老人クラブ
百歳体操の会百歳体操の会（波多津町）（波多津町）

古川 タエ子さん
（76 歳）

ア ル バ ム

わが家の

岡
おか

井
い

 陽
はる

大
た

さん

＊元
もと

毅
き

・衣
え

美
み

さんの子

＊立花町

い
つ
も
家
族
み
ん
な
を
気
遣
っ

て
く
れ
る
陽
く
ん
に
、
パ
パ

も
マ
マ
も
た
く
さ
ん
助
け
ら

れ
て
い
る
よ
、

あ
り
が
と
う
♥

こ
れ
か
ら
も
太

陽
の
よ
う
に
周

り
の
み
ん
な
を

輝
か
せ
て
ね
☆

(     )４歳
11 か月

ぼ
く
は
妹
に
お
願
い
さ
れ
る
と

つ
い
、
お
も
ち
ゃ
や
お
菓
子
を
ゆ

ず
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
♥
好
き
な
遊

び
は
絵
本
を
読
む
こ
と
と
野
球

だ
よ
♪
お
気
に
入
り
の
本
を
繰

り
返
し
読
む
ん
だ
☆
最
近
は
野

球
の
ル
ー
ル
が
少
し
わ
か
っ
て

き
た
よ
♫
い
ま
夢
中
に
な
っ
て

い
る
の
は
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
☆

いまり 決まり！で、

働くなら

石
いし

井
い

 沙
さ

希
き

 さん

（23歳・東山代町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　�

受
付
や
診
療
報
酬
の
計
算
、
会

計
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　�

患
者
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く

接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

◇�

仕
事
の
目
標

　�

職
場
の
仲
間
か
ら
頼
ら
れ
る
存

在
に
な
る
こ
と
で
す

◇�

自
己
Ｐ
Ｒ

　�

人
見
知
り
を
せ
ず
に
、
誰
と
で

も
仲
良
く
で
き
ま
す

◇�

趣
味
・
特
技

　�

友
人
と
の
ラ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
巡

り
で
す

◇�

市
民
へ
一
言

　�

地
元
で
働
い
て
伊
万
里
を
活
気

づ
け
ま
し
ょ
う
！

◆ �医療法人光仁会 西田病院
( 山代町 )

◆ 令和３年 11 月入社
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スポーツ

●

期
　
日
　
11
月
４
・
６
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

●

大
会
成
績

▽
優
　
勝
　
敬
徳
高
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
実
業
高
校

12 月の市民スポーツ

８日（日）
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場
● 東西松浦駅伝大会予選会
　午前９時開会　国見台陸上競技場

13 日（金）
● �火の用心杯争奪グラウンド・ゴル

フ大会
　午前９時 10 分開会
　国見台陸上競技場・国見台球技場

15 日（日）
● �名村カップ伊万里ジュニア駅伝

大会
　午前９時開会　国見台陸上競技場

22 日（日）
● �伊万里会長杯争奪バドミントン

選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館

●

期
　
日
　
10
月
26
日
〜
28
日

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場

《 

大
会
成
績 

》

　�

佐
賀
県
代
表
選
手
で
３
位
ま
で

に
入
っ
た
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

【�

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー 

デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ブ
】

▽
１
　
位
　
樋
渡 

匠
海

▽
２
　
位

　
梅
崎 

か
お
り
、
宮
地 

節
生

▽
３
　
位

　�

田
代 
琉
生
、
原 

か
お
り
、

　�

古
賀 

響
樹
、
池
田 

誠
、

　
江
頭 

礼
奈
、
石
橋 

武
士
、

　
梅
田 

増
雄
、
荒
田 
壽
吉

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

メ
ン
ズ
・
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　
石
橋 

武
士

▽�

３
　
位

　�

樋
渡 

匠
海
、
原 

和
彦
、

　
宮
地 

節
生

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

レ
デ
ィ
ー
ス
・

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
】

▽
３
　
位
　�

原 

か
お
り

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

メ
ン
ズ
・
シ
テ

ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　�

船
津 

正
弘

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

レ
デ
ィ
ー
ス
・

シ
テ
ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　�

江
頭 

礼
奈

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
全
障
ス
ポ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

第
47
回
市
長
旗
争
奪

高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

↑�奮闘した佐賀県選手団の皆さん

●

期
　
日
　
11
月
８
日

●

場
　
所
　
ふ
く
ど
み
マ
イ
ラ
ン

ド
公
園
（
白
石
町
）

▽
男
子
優
勝
　
啓
成
中
学
校 

　
男
子
準
優
勝
　
国
見
中
学
校

▽
女
子
準
優
勝
　
伊
万
里
中
学
校

佐
賀
県
中
学
校
駅
伝
大
会

↑�優勝の喜びを分
かち合う啓成中
の生徒たち

有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

武雄市図書館・歴史資料館　冬のイルミネーション

日時／12月14日（土）～15日（日） 
　　　　　 21日（土）～22日（日） 
　　　※各日11:00～20:00
会場／アリタセラ
内容／やきものの町、アリタで2度目の開催。この
　　　冬、美しい有田焼と可愛らしいマシュマロ
　　　がコラボした特別なクリスマスをお楽し
　　　みください。

アリタ・マシュマロ・クリスマス2024

日時／12月21日（土）・22日（日） 
　　　※各日13:00～20:00
会場／大川内山一帯

(メイン会場：伊万里鍋島焼会館)
内容／秘窯の里 大川内山に『高さ10ｍの巨大え 
           んぴつキャンドル』と『3,000個のキャンド
　　　ル』が登場します！特別なクリスマスをお
　　　楽しみください。

▲ホームページ

詳しくは

詳しくは

アリタセラクリスマスイ
ベント実行委員会事務局
☎0952-25-7236

大川内山『イマリ・キャンドル・クリスマス』

日時／12月14日（土）～令和7年2月16日（日）
会場／武雄市図書館・歴史資料館
内容／約10万球の光が武雄市図書館の敷地内に
　　　ある樹木に灯り、イルミネーションの光に
　　　包まれるロマンチックな図書館に変化し
　　　ます。図書館での読書とともにぜひ、お楽
　　　しみください。

詳しくは
▲ホームページ

  佐賀県文化課
　

☎0952-25-7236
　

武雄市図書館・
歴史資料館

☎0954-20-0222
▲ホームページ

82024.12 広報いまり



▽
市
議
会
議
員

　
馬
場 

繁
（
松
浦
町
）

　
井
手 

勲
（
南
波
多
町
）

　
梶
山 

太
（
立
花
町
）

　
山
口 

恭
寿
（
大
川
内
町
）

▽
教
育
文
化
関
係

　
石
本 

清
文
（
立
花
町
）

　
中
嶋 

八
重
葊
（
山
代
町
）

　
故 

岩
政 

祐
人
（
瀬
戸
町
）

　
鴨
川 

幸
司
（
東
山
代
町
）

　
故 

櫻
井 

正
寬
（
東
山
代
町
）

　
境 

英
昭
（
黒
川
町
）

　
内
山 

哲
治
（
大
川
内
町
）

　
宇
曽 

正
規
（
東
山
代
町
）

　
小
島 

利
津
（
黒
川
町
）

　
松
尾 

清
（
伊
万
里
町
）

　
松
尾 

仁
嗣
（
南
波
多
町
）

　
裏
千
家
和
敬
会

　
川
原 

フ
ジ
エ
（
大
川
内
町
）

　
幸
松 

勇
志
（
東
山
代
町
）

　
山
田 

雅
道
（
山
代
町
）

　
泉 

幹
彦
（
伊
万
里
町
）

　
岩
永 

雅
弘
（
山
代
町
）

　
徳
永 

政
敬
（
立
花
町
）

　
池
永 

博
逑
（
伊
万
里
町
）

▽
多
額
の
金
品
寄
付
者

　
前
田 

敎
一
（
南
波
多
町
）

　
山
口 

鏡
子
（
立
花
町
）

　
松
尾 

勝
馬
（
黒
川
町
）

　�

信
金
中
央
金
庫

  

（
理
事
長 

柴
田
弘
之
）

※
敬
称
略

↑市政功労者・善行者の表彰

　
市
政
功
労
者

　
善
行
者

↑式典終了後に行われた市政功労者・善行者の記念撮影

市政功労者・善行者表彰市政功労者・善行者表彰

▽
産
業
・
建
設
関
係

　
山
口 

友
三
郎
（
黒
川
町
）

　
池
田 

良
一
（
二
里
町
）

　
池
永 

博
逑
（
伊
万
里
町
）

　
山
口 

登
（
黒
川
町
）

　
白
川 

十
郎
（
新
天
町
）

　
樋
渡 

德
美
（
立
花
町
）

　
川
井 

真
太
郎
（
蓮
池
町
）

　
草
野 

剛
（
東
山
代
町
）

　
岩
永 

康
則
（
二
里
町
）

　
前
田 

幸
彦
（
立
花
町
）

　
武
重 

道
隆
（
木
須
町
）

　
前
田 

昇
（
黒
川
町
）

▽
社
会
福
祉
関
係

　
清
水 

正
彰
（
立
花
町
）

　
山
﨑 

久
行
（
伊
万
里
町
）

　
永
益 

克
子
（
二
里
町
）

　
中
嶋 

八
重
葊
（
山
代
町
）

　
金
子 

恵
子
（
大
川
内
町
）

▽
衛
生
関
係

　
小
嶋 

秀
夫
（
有
田
町
）

　
鈴
山 

純
司
（
立
花
町
）

　
國
谷 

好
髙
（
立
花
町
）

　
吉
永 

信
秀
（
二
里
町
）

　
下
田 

昭
則
（
山
代
町
）

　
吉
富 

直
助
（
伊
万
里
町
）

　
尾
形 

洋
一
郎
（
立
花
町
）

　
山
口 

又
一
郎
（
黒
川
町
）

▽�

そ
の
他
市
政
に
対
し
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
者

　
岩
永 

孝
雄
（
南
波
多
町
）

　
田
中 

純
児
（
木
須
町
）

　
中
島 
秀
隆
（
大
坪
町
）

　11 月３日、市民センターで『伊万里市制施行 70 周年　11 月３日、市民センターで『伊万里市制施行 70 周年
記念式典』を挙行しました。この日、市の発展に寄与さ記念式典』を挙行しました。この日、市の発展に寄与さ
れた市政功労者（48 個人、１団体）と、市民の模範となれた市政功労者（48 個人、１団体）と、市民の模範とな
る善行者（３個人、１団体）の表彰を行いました。る善行者（３個人、１団体）の表彰を行いました。
　なお、受賞者は次のとおりです。　なお、受賞者は次のとおりです。
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インフォメーションi

　
11
月
２
日
、
市
民
図
書
館
で
子

ど
も
話
し
方
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
市
子
ど
も
会
連

合
会
が
『
美
し
い
こ
と
ば
と
豊
か
な

心
を
育
て
る
少
年
の
つ
ど
い
』を
テ
ー

マ
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

『
命
と
薬
』

『
命
と
薬
』

　
二
里
地
区
子
ど
も
会

　
二
里
地
区
子
ど
も
会

　
板
敷

　
板
敷  
琉
惺
琉
惺  

さ
ん
（
二
里
小
６
年
）

さ
ん
（
二
里
小
６
年
）

　　    

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

『
祖
父
の
そ
ろ
ば
ん
』

『
祖
父
の
そ
ろ
ば
ん
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
山
下

　
山
下  

れ
い
れ
い  

さ
ん
（
大
坪
小
６
年
）

さ
ん
（
大
坪
小
６
年
）

　
優
秀
賞

　
優
秀
賞

『
平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
』

『
平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
』

　
南
波
多
町
子
ど
も
会

　
南
波
多
町
子
ど
も
会

　
木
寺

　
木
寺  

叶
華
叶
華
さ
ん
さ
ん

（
南
波
多
郷
学
館
９
年
）

（
南
波
多
郷
学
館
９
年
）

『
子
ど
も
会
で
つ
な
が
る
人
と
人
』

『
子
ど
も
会
で
つ
な
が
る
人
と
人
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
原
　
原  

朝
陽
朝
陽  

さ
ん
（
国
見
中
３
年
）

さ
ん
（
国
見
中
３
年
）

中
学
生
の
部

第第
5858
回
子
ど
も
話
し
方
大
会

回
子
ど
も
話
し
方
大
会

小
学
生
の
部

　
各
町
・
地
区
子
ど
も
会
か
ら
参
加

し
た
21
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

生
活
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
や

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
夢
の
実
現
な

ど
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
し
た
自
分

の
考
え
を
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

▼
田
中
み
よ
子
さ
ん

統
計
功
績
者
表
彰

受
賞
者

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
受
章

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
岩
永

▼
岩
永  

康
則
さ
ん

康
則
さ
ん

　　��

元
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

元
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

理
事
理
事

▼
田
中

▼
田
中  

啓
三
さ
ん

啓
三
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

▼
馬
場

▼
馬
場  

繁
さ
ん

繁
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

▼
澤
谷

▼
澤
谷  

眞
さ
ん

眞
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
東
山
代
町
福
和
区
区
長

　
元
伊
万
里
市
東
山
代
町
福
和
区
区
長

▼
横
田

▼
横
田  

忠
欣
さ
ん

忠
欣
さ
ん

　　��

元
伊
万
里
市
東
山
代
町
日
向
郷
区

元
伊
万
里
市
東
山
代
町
日
向
郷
区

区
長
区
長

▼
櫻
井

▼
櫻
井  

德
幸
さ
ん

德
幸
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

▼
中
野

▼
中
野  

喜
子
さ
ん

喜
子
さ
ん

　
元
小
鳩
の
家
保
育
園
副
主
任
保
育
士

　
元
小
鳩
の
家
保
育
園
副
主
任
保
育
士

▼▼��

信
金
中
央
金
庫

信
金
中
央
金
庫  

理
事
長

理
事
長  

柴
田
柴
田  

弘
之
さ
ん

弘
之
さ
ん

　　��（
イ
マ
リ
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

（
イ
マ
リ
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〜
地
域
ブ
ラ

ン
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〜
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
と
グ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
と
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

入
〜
の
た
め
に
１
千
万
円
を
寄
付
）

入
〜
の
た
め
に
１
千
万
円
を
寄
付
）

瑞
宝
単
光
章

紺
綬
褒
章

旭
日
双
光
章

　
10
月
31
日
、
市
役
所
で
『
伊
万

里
市
環
境
美
化
功
労
者
表
彰
』『
第

２
回
伊
万
里
市
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
、
表
彰
は
『
伊
万

里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
』
の
開
催

に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
悪
天
候
で
中
止
だ
っ

た
こ
と
か
ら
日
を
改
め
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
食
品
ロ
ス
削

減
や
循
環
型
社
会
の
推
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
『
伊
万
里
実
業
高

校
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
』
が
廃

棄
さ
れ
る
食
品
を
使
っ
た
商
品
開

発
や
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
環
境
美
化
功
労
者
】

◆
団
体
表
彰

▽�

古
賀
子
ど
も
会
（
大
坪
町
）

▽�

上
ノ
山
子
供
会
（
伊
万
里
地
区
）

【
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
】

◆
家
庭
部
門

▽�

最
優
秀
賞
　
舩
元 

順
子
さ
ん

　（
立
花
町
）

◆
事
業
者
部
門

▽�

最
優
秀
賞
　
と
も
な
が
住
建

　（
東
山
代
町
）

↑�伊万里実業高校フードプロジェ
クト部の活動報告の様子

↑�右2人目から順に受賞した、古賀子ども会、
上ノ山子供会、舩元さん、ともなが住建

市
環
境
美
化
功
労
者
表
彰
式
・

市
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

旭
日
単
光
章

102024.12 広報いまり



インフォメーションi

市役所・公共施設 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

市役所の業務 休　業

コミュニティセンター 休　業

市民センター 休　業

市民図書館 休　業

体育施設（国見台など） 休　業

子育て支援センター 休　業

休日保育（大坪保育園） 休　業 休　業

医　療 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

休日・夜間急患医療センター 休　業
午前９時〜
午後５時
※成人も可

午後８時〜
10 時

午前９時〜午後５時
※成人も可

休　業
午前９時〜
午後５時
※成人も可

いまりんバス 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

市街地線 祝日ダイヤで運行します

郊外線・地域線 運休

※�電話してから来所してください。 ● 問合先　�休日・夜間急患医療センター ☎ 23-9910

※�休業期間は、集積所にごみを出さないでください。 ● 問合先　�環境政策課リサイクル推進係 ☎ 23-2145

※�出生や死亡、婚姻などの戸籍の届け出は、市役所当直室で受け付けます。
※コミュニティセンターの施設は、12/28、１/ ４・５は使用できます（事前予約が必要です）。

年末年始の業務案内年末年始の業務案内

　主な施設 ･ 業務の年末年始の休業日は、次のとおりです（空欄は、通常業務です）。

　伊万里市への移住（ＩＪＵターン）希
望者向けに発行しているカードで、地元
企業の協力により、さまざまな優遇が受
けられます。

移 住
伊万里市

者カード 発行

・      ・　  　  ターン大歓迎ターン大歓迎I JUI JU ★

▼
は
篤
志
寄
付
、●
は
香
典
返
し
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗 

３
０
０
枚

　�

川
内
産
業
株
式
会
社（

山
代
町
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

● 

10
万
円

　�

杉
原 

あ
け
み
（
松
浦
町
）

ごみ収集など（衛生） 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

ごみの収集 休　業

し尿の汲み取り 休　業

さが西部クリーンセンター 休　業

11 2024.12
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３
回
国
連
総
会
で
『
世
界
人
権
宣

言
』
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
世
界

各
地
で
戦
争
や
紛
争
が
起
き
、
多

く
の
人
々
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
周
り
で
も
、

女
性
や
高
齢
者
へ
の
人
権
侵
害
、

部
落
差
別
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、

●

問
合
先

▽
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（
　
☎
23
‐
２
１
９
０
）

▽
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

　
人
権
と
は
『
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し

く
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
権

利
』
の
こ
と
で
誰
も
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
で
す
。

　
人
類
は
、
２
度
の
世
界
大
戦
か

ら
『
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で

あ
る
』
こ
と
を
学
び
、
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、
第

12
月
４
日
〜
10
日
は
『
人
権
週
間
』
で
す

 

〜
今
こ
そ
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
人
権
問
題
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

法
務
省
が
掲
げ
て
い
る
人
権
啓
発
活
動
の
重
点
目
標
と
強
調
事
項
を

紹
介
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
、
い
じ
め
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ
れ

た
12
月
10
日
は
『
人
権
デ
ー
』
と

定
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
日
本
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
『
人
権
週

間
』
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ

て
い
ま
す
か
。
他
人
の
人
権
を
侵

害
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

LINEじんけん相談 ＠Iinejinkensoudan

身近な人権問題を知るためのショートストーリーはこちら

12月4日～10日12月4日～10日
人権週間

みんなの人権110番 こどもの
人権110番

インターネット
人権相談受付窓口 https://www.jinken.go.jp/（パソコン・スマートフォン・）　携帯電話共通

0570-003-110
ゼロ ゼロ みんな の ひゃく とお ばん

0120-007-110
ぜろ ぜろ なな の ひゃく とお ばん

女性の人権
ホットライン 0570-070-810

ゼロ ナナ ゼロ の   ハ ー トラ イ ン

外国語人権
相談ダイヤル 0570-090911

法務局では、人権侵害による被害を受けた方を救済するための活動を行っています。

﹁
誰
か
﹂
の
こ
と   

じ
ゃ
な
い
︒

﹁
誰
か
﹂
の
こ
と   

じ
ゃ
な
い
︒

12月10日は人権デーです。

ー 

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標 

ー

　『
誰
か
』
の
こ
と 

じ
ゃ
な
い
。

  

《《  

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
強
調
事
項

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
強
調
事
項  

》》

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
こ
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
解
消
し
よ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
感
染
症
に
関
連
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・�

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

・�

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

【出 典：法務省ウェブサイト
（https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03.html）】
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インフォメーションi インフォメーションi

　さまざまな悩みごとは、一人で抱え込まずに次の相
談窓口で相談してください。

◆ みんなの人権 110 番（☎ 0570‐003‐110）
◆ こどもの人権 110 番（☎ 0120‐007‐110）
◆ 女性の人権ホットライン（☎ 0570‐070‐810）
※�いずれも電話受付時間は、平日の午前８時 30 分

から午後５時 15 分までです。
◆ 外国語人権相談ダイヤル（☎ 0570‐090‐911）
　平日の午前９時〜午後５時
◆ インターネット人権相談
▷パソコンの場合
　�https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
▷スマートフォン・携帯電話の場合
　�二次元コードをバーコードリーダーで

読み込んで接続してください。→

◆ ＬＩＮＥじんけん相談
　次の検索ＩＤ・二次元コードなどから公式アカウ
ント『法務局ＬＩＮＥじんけん相談』を友だち追加
し、相談してください。
　なお、相談内容を入力する前に「ご相談はこちら」
をタップしてください。
▷アカウント名『法務局ＬＩＮＥじんけん相談』
▷検索ＩＤ『@linejinkensoudan』

◆ 人権啓発センターさが（☎ 0952‐25‐7229）

一人で悩まず、相談してください

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
気
軽
に
自

由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
不
特

定
多
数
の
人
に
向
け
て
、
特
定
個

人
の
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
ん
だ

り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
部
落
差

別
の
よ
う
な
悪
質
な
投
稿
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
が
増

え
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
気
軽
さ

や
匿
名
性
の
高
さ
か
ら
相
手
の
こ

と
は
考
え
ず
に
簡
単
に
発
信
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
た
と
え
顔

は
見
え
な
く
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
向

こ
う
側
に
も
同
じ
人
間
が
い
ま
す
。

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
正
し

い
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
令
和
６
年
３
月
に
『
伊

万
里
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

及
び
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
』

を
改
正
し
、
新
た
に
『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
の
防

止
』
を
加
え
ま
し
た
。
条
例
に
基

づ
き
、
人
権
侵
害
情
報
な
ど
を
早

期
に
発
見
し
拡
散
を
防
止
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇�

人
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に

気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
　

・�

相
手
の
気
持
ち
を
自
分
に
重
ね
て

想
像
す
る
（
自
分
が
さ
れ
て
い

や
な
こ
と
は
誰
だ
っ
て
一
緒
）。

・�

差
別
的
な
発
言
や
、
誹
謗
中
傷

を
書
き
込
ま
な
い
。

・�

使
用
す
る
言
葉
に
注
意
す
る
（
暴

力
的
な
言
葉
は
使
わ
な
い
）。

・�
根
拠
の
な
い
噂
や
あ
い
ま
い
な

情
報
は
書
き
込
ま
な
い
。

・�

他
人
の
書
き
込
み
を
あ
お
る
よ

う
な
書
き
込
み
は
し
な
い
。

・�

誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
分

か
り
や
す
い
表
現
を
心
が
け
る

（
話
し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
文
字
に

し
て
も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
）。

・�

知
り
合
い
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

や
住
所
な
ど
、
個
人
情
報
を
無

断
で
掲
載
し
な
い
。

・�

個
人
が
特
定
さ
れ
る
写
真
や
動

画
を
勝
手
に
掲
載
し
な
い
。

12 月〜令和７年１月の12 月〜令和７年１月の
市の啓発活動を紹介します！市の啓発活動を紹介します！

◆ 小・中学生の人権・同和教育作品展
● 内　容　�標語や書道など、人権をテーマにした小・中

学生の作品展示
● 期　間　12 月２日（月）～ 11 日（水）
● 時　間　�午前８時 30 分～午後５時 15 分

（２日は午後１時〜、11 日は午後１時まで）
● 会　場　市役所 市民ロビー

◆ ハートフルフォーラム 2024 in 伊万里
　〜だれもが自分らしく輝く社会をめざして〜
● 内　容　�伊万里実業高校生徒による人権に関する意見

発表、デートＤＶ防止啓発紙芝居、人権講演、
ミュージックアンサンブルコンサート

● 日　時　�12 月５日（木）　午後１時 20 分オープニング
（伊万里実業高校 至誠竜神太鼓の演奏）

● 会　場　伊万里市民センター 文化ホール

◆ 人権啓発パネル展
● 内　容　�伊万里人権擁護委員協議会との協働で、さ

まざまな人権問題についてのパネルを展示
● 期　間　12 月６日（金）～ 10 日（火）
● 時　間　午前８時 30 分～午後５時 15 分

（６日は午前 10 時〜）
● 会　場　市役所 市民ロビー

◆ 伊万里じんけんシアター
● �内　容　�ハンセン病問題をテーマとした映画『あん』

（主演：樹木希林）の上映
● 日　時　令和７年１月26日（日）※世界ハンセン病の日
　　　　　▷１部　午前10時～正午（午前９時30分開場）
　　　　　▷２部　午後２時～４時（午後１時30分開場）
● 会　場　市民図書館ホール
　※入場は無料で、先着順です。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

な
く
し
ま
し
ょ
う
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インフォメーションi

　
こ
ん
に
ち
は
～
相
木
で
す
！

　
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
た
10
月
中
旬
、
今

年
で
２
回
目
に
な
る
『
ポ
レ
ポ
レ
キ
ャ
ラ
バ

ン
～
伊
万
里
で
ケ
ニ
ア
を
感
じ
る
！
ア
フ
リ

カ
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
～
』
を
伊
万
里
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ポ
レ
ポ
レ
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
ア
フ
リ

カ
を
深
く
知
る
３
人
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し

ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
在
住
36
年
目
、
ス
ラ
ム
街
で

学
校
の
運
営
を
し
て
い
る
早
川
さ
ん
。
ケ
ニ
ア

の
少
数
民
族
の
村
で
８
年
間
伝
統
音
楽
の
修

行
を
し
た
大
西
さ
ん
。
日
本
で
唯
一
、
エ
チ
オ

ピ
ア
の
バ
ン
ナ
語
を
話
す
増
田
さ
ん
。
ゲ
ス
ト

の
３
人
に
は
、
リ
ア
ル
な
ケ
ニ
ア
の
話
や
日
本

語
と
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
混
ぜ
た
音
楽
を
演
奏
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
身
体
の
内
側
か
ら
元
気
が

湧
い
て
く
る
音
楽
を
聞
い
た
60
人
ほ
ど
の
観

客
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す
る
な
ど

し
て
、
汗
ば
ん
で
い
ま

し
た
！

　
ち
な
み
に
『
ポ
レ
ポ

レ
』
と
は
、
ケ
ニ
ア
の

共
通
語
で
あ
る
ス
ワ
ヒ

リ
語
で
「
ぼ
ち
ぼ
ち
行

こ
う
」
や
「
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
」
と
い
う
意

味
で
す
。
年
末
が
迫
り

ま
す
が
、
急
が
ず
焦
ら

ず
『
ポ
レ
ポ
レ
』
し
て

み
て
く
だ
さ
い
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑭

左から、増田さん・大西さん・早川さん左から、増田さん・大西さん・早川さん

　
市
は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
互
い
に
支

え
合
っ
て
共
生
で
き
る
『
ま
ち
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

『�

伊
万
里
市
手
話
言
語
の
普
及
及お
よ

び
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
』（
案
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

『
手
話
言
語
の
普
及
』
と
『
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
』
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
た
め
に

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
『伊万里市手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコ
ミュニケーション手段の利用の促進に関する条例（案）』

◆意見募集期間
　12 月 16 日（月）〜令和７年１月 10 日（金）必着

◆案の公表場所・入手先
⑴�福祉課、市民情報コーナー、各コミュニティセンター、

市民図書館
⑵市ホームページ　https://www.city.imari.lg.jp

◆意見の提出方法
　�意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法で提出してください。
①メール　fukushi@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１

　　　　　伊万里市役所福祉課

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴のいずれか

④ファックス番号　22 ｰ 7650
◆問合先　福祉課障がい福祉係（　 ☎ 23 ｰ 2156）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
11
月
７
日
、
公
益
財
団
法
人
日

本
公
衆
電
話
会
佐
賀
支
部
が
、
大

坪
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
公
衆

電
話
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
児
童
た
ち
は
、
公
衆

電
話
や
災
害
発
生
時
に
安
否
情
報

な
ど
を
録
音
・
再
生
で
き
る
『
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）』
の

使
い
方
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。

　
同
会
の
番
場
義
昭
佐
賀
副
支
部

長
は
「
誘
拐
さ
れ
た
中
学
生
が
、

公
衆
電
話
を
使
っ
て
警
察
に
電
話

し
た
こ
と
で
助
か
っ
た
事
例
が
あ

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
携
帯
電

話
よ
り
も
優
先
的
に
つ
な
が
る
。

誰
で
も
利
用
で
き
て
、
緊
急
時
に

も
使
え
る
公
衆
電
話
の
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
」
と
児
童
た
ち
に

話
し
ま
し
た
。

公
衆
電
話
教
室

↑�児童たちは、ふだんなじみのない公衆
電話の使い方に戸惑っていました

142024.12 広報いまり



インフォメーションi

　
11
月
６
日
、
大
和
コ
ン
サ
ル
株

式
会
社
（
福
岡
県
）
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
市
に

寄
付
を
し
た
こ
と
を
受
け
、
謝
意

を
表
明
す
る
た
め
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
、
建
設
や
測
量
分
野

な
ど
を
幅
広
く
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
同

社
の
里
博
之
伊
万
里
支
店
長
は

「
私
た
ち
は
、
希
望
あ
る
『
明
る
い

未
来
』
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と

を
企
業
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
伊
万
里
市
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
伊
万
里
市
の
発

展
に
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
寄
付

を
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
新
し
い
体

育
施
設
を
つ
く
る
事
業
に
活
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

大
和
コ
ン
サ
ル
㈱

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

↑�大和コンサル株式会社里伊万
里支店長（左）

　
11
月
１
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
組
合
か
ら
大
久
保
保
育
園
（
東

山
代
町
）
に
、
鼓
笛
隊
の
楽
器
な

ど
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
す
る
社
会
貢
献
広

報
事
業
を
活
用
し
、
幼
年
期
か
ら

正
し
い
火
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
こ

と
で
、
火
遊
び
の
防
止
や
子
ど
も

た
ち
を
介
し
て
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
防
火
思
想
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
交
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
い
ま
す
」

と
伝
え
ま
し
た
。

↑�大久保保育園の園児たちは、ピアニカやフラッグ、
ベレー帽を受け取りました

　
伊
万
里
市
消
防
団
が
、
資
機
材

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
２
式
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
２
式
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
整
備
で
、
災
害
活
動
時

の
消
防
団
員
の
活
動
拠
点
・
休
憩

場
所
の
確
保
と
、
屋
内
外
に
お
い

て
訓
練
や
式
典
な
ど
を
実
施
す
る

際
の
円
滑
な
進
行
が
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
ま
し
た

↑�整備したワンタッチテントとワイヤレスアンプ

　
10
月
16
日
、
株
式
会
社
ア
イ
モ

バ
イ
ル
（
東
京
都
）
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
市
に

１
０
０
万
円
の
寄
付
を
し
た
こ
と

を
受
け
、
謝
意
を
表
明
す
る
た
め

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
『
ふ
る
な
び
』
を
運
営
し
て
い

る
ほ
か
、
動
画
広
告
サ
ー
ビ
ス
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
の

企
画
・
開
発
・
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
同

社
の
加
藤
秀
樹
執
行
役
員
事
業
企

画
本
部
長
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
て
、
伊
万
里
の
特
産
品
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
な
ど
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
産
業
振
興
に

よ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く

る
事
業
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

㈱
ア
イ
モ
バ
イ
ル

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

↑�株式会社アイモバイル加藤執行
役員事業企画本部長（左）

　
11
月
1
日
、
立
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で『
う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ
』

巡
回
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ
と
は
、
絵

本
50
冊
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
、
市

内
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
、
自
動
車
図
書
館

『
ぶ
っ
く
ん
』
の
巡
回
に
合
わ
せ

て
、
月
１
回
程
度
入
れ
替
え
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
図
書
館
が
、
う

ち
ど
く
（
家
読
）
の
推
進
を
目
的

に
、
ど
の
地
区
に
住
ん
で
い
て
も
赤

ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
向
け
の
絵
本
を

手
に
取
っ
て
読
ん
だ
り
、
借
り
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

子
育
て
支
援
の
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
始
め
た
も
の
で
、
本
を
入
れ

る
青
い
コ
ン
テ
ナ
は
『
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
い
ま
り
』
が
寄
贈
し
ま
し
た
。

う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ

巡
回
を
開
始
し
ま
し
た

↑�うちどくコンテナと、お気に入りの絵
本と一緒に写る園児たち

15 2024.12
広報



置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

　
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
確
認
で
き
ま
す
。
↓

●

問
合
先
　

　
管
理
課
営
業
係

（
　
☎
23
‐
５
４
０
０
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
所
有
者
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
新
築
・

増
築
・
解
体
し
た
場
合
は
、
届

と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

▽�

障
が
い
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が
、

ラ
ン
ク
Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ

て
い
る
人

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※�

代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、

対
象
者
本
人
の
印
鑑
が
必
要

で
す
。

●

申
請
・
問
合
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
　
☎
23
‐
２
１
５
６
）

　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
い
人
で
、
市
役
所

や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
行
く
こ
と
が
難
し
い
人
の
た

め
に
市
職
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
自
宅

申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

自
宅
申
請
実
施
日
時

　�

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
間

※
祝
日
と
年
末
年
始
の
休
業
日

　
は
除
き
ま
す
。

●

実
施
期
限
　

　
令
和
７
年
２
月
末
ま
で

●

申
込
方
法
　
電
話

●

申
込
・
問
合
先
　

　
市
民
課
窓
口
係

　
　
　
　（
　
☎
23
‐
２
１
４
３
）

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

暮らしのチャンネル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

自
宅
申
請
受
け
付
け

水
道
の
冬
支
度
は

済
ん
で
い
ま
す
か

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、
歌や簡単な製作などを行います。
今月はクリスマス会です！

▷日　時　12 月 18 日（水）
　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センター リハーサル室
②お誕生日会（要申込）

12 月生まれの乳幼児とその保護者
▷日　時　12 月 25 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23-5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

《
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
》

　�

水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布

な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上
を
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
で
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

《
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き
》

　�

水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
》

　�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

元
栓
を
閉
め
、
市
指
定
給
水
装

お
知
ら
せ

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
解
体
の
届
け
出
は
、
誤
っ
た

課
税
を
防
ぐ
た
め
に
も
特
に
重

要
で
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
は
、
電
話

▽
解
体
は
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限

　
12
月
13
日
（
金
）

●

届
出
・
問
合
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
９
）

　
確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告

の
と
き
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、

税
法
上
の
『
障
が
い
者
控
除
』

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
『
障
が
い
者
控
除

対
象
者
認
定
通
知
書
』
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者

　�

12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上

で
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
２
以
上
の
人
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽�

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
が
、
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上

障
が
い
者
控
除
対
象
者

認
定
で
税
負
担
を
軽
減

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解

体

は

届

出

を

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

http://www.imarishinkin.co.jp/

年年

年年

定期
預金

伊万里信用金庫創立100周年記念

取扱期間
令和６年12月30日㈪まで

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

1口10万円以上1,000万円未満

募集総額50億円 創立100周年記念商品

年0.70％
2年目以降 年1.94％

カーライフプランカーライフプラン
特別金利キャンペーン

特別金利
1年目

伊万里市伊万里町
甲375-3
Tel.0955-23-3151

広告広告
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●

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
世
保
（
佐
世
保
市
）

※
筆
記
用
具
と
、
持
っ
て
い
れ
ば

　
キ
ャ
ッ
プ
（
帽
子
）
を
持
参
し
、

　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加

　
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
世
保
訓
練
課

（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

●

日
　
時
　
12
月
７
日
（
土
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

●�

内
　
容
　『
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

活
用
し
た 

ア
ー
ト
＆
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
安
全
教
室
』

●

対
　
象
　
小
学
生
以
下
の
子
ど

　
も
と
そ
の
保
護
者

●

募
集
人
数
　
15
組
30
人

※
各
組
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保
護
者

　
な
ど
１
人
と
し
ま
す
。

●

場
　
所
　
バ
ン
リ
ビ
ル
（
立
花
町
）

●

受
講
料
　
無
料

●�

応
募
方
法
　
応
募
専
用
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
↓

●�
応
募
・
問
合
先
　
企
画
政
策
課

企
画
係
（
　
☎
23
‐
２
１
２
４
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
実
際
に

ス
マ
ホ
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　　
1212
月月
2424
日
（
火
）

日
（
火
）

　
午
前

　
午
前
1010
時時
3030
分
〜
正
午

分
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

応
募
方
法
　
電
話
電
話

●

応
募
期
限
　　
1212
月月
1818
日
（
水
）

日
（
水
）

●�

講
　
師
　
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

●

募
集
人
数
　　
2020
人
（
先
着
順
）

人
（
先
着
順
）

※※��

人
数
が
一
定
以
上
集
ま
ら
な
い
場

人
数
が
一
定
以
上
集
ま
ら
な
い
場

合
は
、中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

合
は
、中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　

　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
係

（
　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

　
カ
メ
ラ
機
能
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を

学
ぶ
講
習
会
と
、
疑
問
に
思
っ
て

い
る
使
い
方
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
表
の
と
お
り
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●

時
　
間
　　

▽
講
習
会
　
午
前
９
時

講
習
会
　
午
前
９
時
3030
分
〜
分
〜

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
。

●

サ
ー
ビ
ス
休
止
日
時
　

　
12
月
10
日
（
火
）　
終
日

●

利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

　�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
す

べ
て
（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
・
各
種
税
証
明
書
）

●

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
３
）

　
12
月
下
旬
は
、
さ
が
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬

入
車
両
が
多
く
な
り
、
例
年
、
長

い
時
間
待
つ
こ
と
に
な
る
な
ど
大

変
混
雑
し
て
い
ま
す
。
家
庭
ご
み

は
、
早
め
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減

量
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

受
付
時
間（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

▽
毎
週
月
〜
土
曜
日

▽
第
２
日
曜
日
（
家
庭
系
の
ご
み

　
の
み
受
け
付
け
）

※�

令
和
７
年
１
月
１
日
（
水
）
か

ら
３
日
（
金
）
ま
で
は
、
ご
み

の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

●�

問
合
先
　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
係
（
　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

▽
相
談
会
　
午
前

相
談
会
　
午
前
1111
時
〜
時
〜

午
後
０
時

午
後
０
時
3030
分分

●

場
　
所

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

応
募
方
法
　
各
会
場
に
電
話

各
会
場
に
電
話

●�

応
募
期
限

　
各
会
場
の
開
催
日
の
前
日

　
各
会
場
の
開
催
日
の
前
日

●�

講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

●

募
集
人
数
　　

　
各
会
場

　
各
会
場
1515
人
（
先
着
順
）

人
（
先
着
順
）

※※��

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
し
て

を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル

　
化
推
進
係
（ 

　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

●

日
　
時
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

　
12
月
23
日
（
月
）、
令
和
７
年
１

　
月
24
日
（
金
）、
令
和
７
年
１
月

　
31
日
（
金
）

夜間にもマイナンバーカードの申請・交付を行っています（市役所のみ）▶ 火曜日（午後７時まで）　

初

め

て

触

る

ス
マ
ホ
体
験
講
座

ス
マ
ホ
講
習
会
・
相
談
会

暮らしのチャンネル

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
休
止

公
共
職
業
訓
練
の

施

設

見

学

会

年
末
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入

開催開催
地区（町）地区（町）

開催日開催日 電話番号電話番号

南波多 12月16日（月） 24-2001

山　代 12月18日（火） 28-2001

牧　島 12月20日（金） 22-5783

二　里  １月 10 日（金） 23-3024

募
　
　
集

第
５
回
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ

デ
ジ
タ
ル
塾
参
加
者

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集
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●

応
募
資
格
　

①
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
が

　
い
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

　
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
・

　
戦
傷
病
者
手
帳
・
難
病
受
給

　
者
証
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
所

　
有
す
る
人

②
市
内
の
福
祉
施
設
・
特
別
支
援

　
学
校
・
特
別
支
援
学
級
な
ど
に

　
通
所
・
通
学
し
て
い
る
人

③
伊
万
里
市
出
身
者
で
市
外
の

　
施
設
に
通
所
・
通
学
し
て
い

　
る
人

●

応
募
期
間
　

　
12
月
２
日
（
月
）
〜

令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）

●

応
募
点
数
　
自
作
の
も
の
で

　
一
人
３
点
ま
で

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ

　
り
ま
す
。

●�

応
募
作
品

　�

書
、
絵
画
、
写
真
、
手
芸
品
、

工
芸
品
、
作
文
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
な
ど

※
応
募
方
法
や
作
品
の
大
き
さ
、

　
搬
入
搬
出
時
間
、
場
所
な
ど

　
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

　
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　（
　
☎
23
‐
２
１
５
６
）

　
佐
賀
県
立
産
業
技
術
学
院
就
職

　
支
援
課

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

　
ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

●

募
集
人
数
　

①
③
各
５
人

②
４
人

●

訓
練
期
間

　
令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）
〜

８
月
29
日
（
金
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日

　
令
和
７
年
１
月
16
日
（
木
）

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

　
セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　

　
令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）

●

応
募
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

　
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
賀
訓
練
課

（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

広告
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③
令
和
７
年
２
月
５
日
（
水
）
〜

５
月
30
日
（
金
）

●

場
　
所

①
鹿
島
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
鹿
島
市
）

②
岸
本
ビ
ル
（
佐
賀
市
）

③
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

●

入
校
選
考
日

①
・
②
令
和
７
年
１
月
23
日
（
木
）

③
令
和
７
年
１
月
24
日
（
金
）

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限

　
令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）

●

応
募
先
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　

●

募
集
訓
練
科
　

①
Ｉ
Ｔ
初
級
〜
中
級
連
続
科

②
会
計
事
務
実
践
科

③
Ｉ
Ｔ
初
級
〜
中
級
連
続
科

●

募
集
人
数
　

　
各
20
人

●

訓
練
期
間

①
令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）
〜

５
月
29
日
（
木
）

②
令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）
〜

６
月
27
日
（
金
）

募
　
　
集

● 日　時　令和７年１月 19 日（日）　
　　　　　午後１時〜４時
※�集合場所などの詳しい内容は、後日、参加者の

みに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある 35 歳から 49 歳まで
の独身の人

● 参加料　2,500 円（デザート代など）
● 募集人数　男・女各６人
※応募多数の場合は抽選します。
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　令和７年１月９日（木）
● 応募・問合先
　まちづくり課内市婚活応援推進協議会

（　 ☎ 23-2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

婚活イベント婚活イベント

再婚者とその理解者のための婚活再婚者とその理解者のための婚活

委

託

訓

練

生

（
令
和
７
年
２
月
開
講
）

♥♥ ♥♥

職
業
訓
練
受
講
生

（
令
和
７
年
２
月
入
所
）

『
ふ
れ
あ
い
障
が
い
者

文
化
祭
』
出
展
作
品

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ
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暮らしのチャンネル

２・９・16・23 日
28 日（館内整理休館）

29 日〜令和７年１月 3 日（年末年始）

12 月の休館日

12 月の巡回日

新刊案内

『帰る家がない少
年院の少年たち』『ひみつのとっくん』

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

工藤 純子／作　
田中 六大／絵　

金の星社

中村 すえこ／著
さくら舎

　
そ
う
す
け
は
、
体
育
が
大
嫌
い
で

逆
上
が
り
が
い
ち
ば
ん
苦
手
で
す
。

ぎ
ゅ
っ
と
鉄
棒
を
握
り
、
思
い
き
り

足
を
蹴
り
上
げ
ま
す
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
日
、
先

生
か
ら
半
ズ
ボ
ン
を
引
っ
ぱ
っ
て
助

け
て
も
ら
う
と
、
お
し
り
が
丸
見
え

に
な
っ
て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
笑
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
で
も
一
番

大
き
く
笑
っ
て
い
た
の
は
『
ぐ
っ
ち

ん
』。
そ
う
す
け
は
、
ぐ
っ
ち
ん
を
見

返
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
彼
に

も
苦
手
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
…
。

　
罪
を
犯
し
、
少
年
院
で
更
生
を
目
指

す
少
年
た
ち
。
か
つ
て
女
子
少
年
院
に

入
っ
て
い
た
著
者
が
、
少
年
た
ち
が
犯

罪
に
手
を
染
め
た
い
き
さ
つ
や
現
在
の

心
境
な
ど
を
聞
き
と
っ
て
い
き
ま
す
。

　
両
親
に
虐
待
さ
れ
続
け
非
行
グ

ル
ー
プ
が
居
場
所
だ
っ
た
者
、
友
だ

ち
を
守
る
た
め
犯
罪
か
ら
抜
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
者
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

を
持
ち
な
が
ら
も
、
逮
捕
さ
れ
た
と

き
に
「
も
う
悪
い
こ
と
し
な
い
で
済

む
」
と
感
じ
た
と
い
う
少
年
の
言
葉

は
印
象
的
で
す
。
一
人
の
人
間
で
あ

る
彼
ら
自
身
を
知
り
、
そ
の
思
い
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 巡 回 場 所 時　間

３日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

５日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
大川コミュニティセンター 13:30~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:30~

６日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
小島医院（波多津） 13:40~
南波多水留バス停前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

10 日
（火）

伊万里鍋島焼会館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
JA 滝 野 出 張 所 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:30~

11 日
（水）

大 川 内 鼓 バ ス 停 横 11:00~
向 陽 園 14:00~
西 田 病 院 14:00~

　楽しいクリスマスのおはなし会で
す。サンタさんに会えるかもしれま
せんよ。皆さんぜひ来場してくださ
いね。
　サンタさんの絵を描いてくると良
いことがあるかも！
● 日　時　12 月 14 日（土）

午後２時 30 分〜

● 場　所　市民図書館ホール

● 入場料　無料

● 主　催　伊万里おはなしキャラバン

クリスマスおはなし会クリスマスおはなし会

※�このほか、保育園や小学校、　企業

を巡回しています。各巡回場所で

の滞在時間は、15 〜 30 分です。

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

日 巡 回 場 所 時　間

13 日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~

17 日
（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~
グランパランいまり 15:00~

18 日
（水）

長 生 園 13:00~
西 光 苑 14:00~
ケアマネージメントわきた 15:00~

19 日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

20 日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
デイあさひ／かりん 14:40~
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

暮らしのチャンネル

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）
こども家庭センター（　☎ 23-2126）

◆ 子どもの健診　　　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和６年９月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・��乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・�乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 〜 11
か月になるとき 令和６年２月生

１歳６か月児健診 12月12日（木） 令和５年５月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み 300 円）

市民センター

・�対象者には通知します。時
間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。

・�問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 12 月５日（木） 令和３年４月生

�身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、相談

◆ 相談・教室など　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので『いまりん子育てアプリ』で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

ストレスケア相談 12月10日（火） 原則 40 歳未満の人 公認心理師による相談 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 12月16日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時 30 分〜 11 時

妊婦歯科健診 12月16日（月） 妊　婦 歯科医師による歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

妊婦わくわくクラブ 12月20日（金） 妊婦とその家族
パパママレッスン体験編（妊婦疑似体験

や沐
もく

浴練習など）

午後６時 30 分〜８時

30 分

市民健康相談 12月24日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
測定（筋肉と脂肪量の測定） 午前９時〜午後３時

　年末・年始の 12 月 31 日（火）から令和７年１月３日（金）
までの期間に急病になったときなどは『休日・夜間急患医療セ
ンター』を利用しましょう。
　診療時間は、午前９時から午後５時までです。
※必ず電話してから来所してください（☎ 23-9910）。

■�結核ってどんな病気？
　�結核菌によって、主に肺に炎症が起こる病気です。

結核菌が出ている患者が、せきやくしゃみをすると
結核菌を含む、しぶきが飛び散ります。しぶきの中
の菌が空気中に漂い、その菌を周囲の人が吸い込む
ことで感染します。

■�症状がかぜに似ているので要注意
　�せき、たん、微熱、だるさ、寝汗、胸痛、食欲不振、

体重減少などの症状が２週間以上続いたら早めに医
療機関を受診してください。

■��早期発見が大切
　�早期に発見することが大切です。年に１回は必ず胸

部 X 線検査を受けましょう。

みんなで予防 インフルエンザ！みんなで予防 インフルエンザ！
『かからない』『うつさない』ためのポイント『かからない』『うつさない』ためのポイント

■�マメな手洗い
　�指先や指の間、親指、手首は特に注意して手を洗い

ましょう。
■�咳エチケット
▷�マスクは正しく着用しましょう。鼻からあごまで覆

い、隙間がないように着けましょう。
▷�咳やくしゃみをするときは、マスクやティッシュ、

ハンカチ、上着の袖を使って、鼻と口を押さえ、ほ
かの人から顔を背けて１ｍ以上
離れましょう。

▷�口と鼻を覆ったティッシュは、
すぐにごみ箱に捨てましょう。

65 歳以上の人は結核検診を受けましょう65 歳以上の人は結核検診を受けましょう

発熱等の症状がある場合の受診は事前に電話相談を発熱等の症状がある場合の受診は事前に電話相談を

　新型コロナウイルス感染症の症状は、発熱、呼吸
器症状（せき、のどの痛みなど）、頭痛、倦怠感、下
痢、嘔吐など多様です。このような症状がある人は、
直接受診せず、まずはかかりつけ医などの身近な医
療機関に電話で相談してください。

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

年末・年始の急病は『休日・夜間急患医療センター』へ年末・年始の急病は『休日・夜間急患医療センター』へ
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暮らしのチャンネル

● �伊墨会　作品展〔展示コーナー〕　
　３日（火）〜８日（日）
● �佐賀ユネスコ協会 絵画展

〔展示コーナー〕
　13 日（金）～ 20 日（金）
● �昼さがりの映画会〔ホール〕
　18 日（水）午後２時
　『世界で一番しあわせな食堂』

（114 分 /2019 年）
● 子ども上映会〔のぼりがまのお部屋〕　
　15 日（日）　午後２時 30 分
　『親子ねずみの不思議な旅』（85 分）

12 月の行事

市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

● �第 33 回市民音楽祭
　１日（日）午後０時 30 分開演

（☎ 22-1262　生涯学習課）

● �ハートフルフォーラム 2024 ｉｎ伊万里
　５日（木）　午後１時 20 分開演

（☎ 23-2190　人権・同和対策課）

● 『伊万里市文化祭参加事業』

伊万里万謡会謡曲大会

　８日（日）　午前 10 時開演
（☎ 090-2963-0326　太田）

● �ウインターコンサート
　15 日（日）　午後０時 30 分開演

（☎ 22-3146　浜口）

市民センター ☎ 22-3911

「〇〇ペイで返金します」と言われたら、詐欺を疑ってください！「〇〇ペイで返金します」と言われたら、詐欺を疑ってください！

【相談事例】
　ネット通販で商品を購入し、支払いまで済ませたと
ころ「欠品のため〇〇ペイ（コード決済アプリ）で返
金する」と言われた。相手の指示どおりに返金手続を
し『返金』してもらうはずだったが、気づいたら『送金』
させられていたという相談が寄せられています。

【アドバイス】
　次のような通販業者から「〇〇ペイで返金する」と
言われても指示には従わないでください。

①通販業者の名称や所在、連絡先がはっきりしていない
②価格が極端に安い
③支払方法が銀行振込や電子マネーに限定されている
④送金先が個人名義の口座であるといった特徴のサイ
　トは『詐欺サイト』の恐れがあります
●相談先　市消費生活センター（☎ 23-2136）
　　　　　消費者ホットライン（☎ 188〔いやや〕）
●問合先　まちづくり課市民相談室（　 ☎ 23-2133）

7272

12 月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（11・25 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（18 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（19 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談
第１・３火曜日

（３・17 日）
午前 10 時〜

正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（12 日）

午前 10 時〜
午後３時

行 政 な ん で も
相談

第３金曜日
（20 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※30･31日は除く

午前９時〜
午後４時

市民相談室
消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
午前９時〜

午後４時
オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

毎週金曜日、
第１月曜日

（２日）

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（26 日）
午前 10 時〜

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156心の健康相談 月・火・木・金曜日

※30･31日は除く
午前 10 時〜

午後３時
福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
※30･31日は除く

午前９時〜
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

● 問合先　環境政策課リサイクル推進係
（ 　☎ 23-2145）

のワンポイント 30・10 運動を実践してみませんか

　30・10( さんまるいちまる ) 運動とは、宴
会や会食で、「最初の 30 分間と最後の 10 分
間は料理を楽しむことで食べ残しを減らそう」
という運動です。皆さんも「30・10 運動」を
実践し、食品ロスの削減に取り組みましょう。

　宴会、会食では、次のことに取り組み
ましょう
〇注文の際に適量を注文しましょう。
〇乾杯後 30 分間は席を立たず料理を楽
　しみましょう。
〇お開き前10分間は自分の席に戻って、
　再度料理を楽しみましょう。 
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伊万里市役所 検索

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● 発行日／令和６年 12 月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）
　 〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1　● 印 刷／山口印刷株式会社

　この冊子は、１部当たり約 24円で作成しています（人件費など間接経費は含
まれていません）。また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な
財源となっています。

ホームページ フェイスブック エックス
（旧ツイッター）

ライン インスタグラム

情報発信

納期限は 12 月 25 日（水）です納期限は 12 月 25 日（水）です
▶▶口座振替日　12 月 25 日（水）口座振替日　12 月 25 日（水）

　納期限までに納付してください。
■ 固定資産税【第３期】
■ 国民健康保険税【第７期】

　● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）
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広報伊万里
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2024（令和 6 年）市制施行 70 周年

表

紙

浜町交差点で行われた『トンテントン奉
納合戦』。『トン・テン・トン』と打ち
鳴らされる太鼓の音を合図に始まった、
荒神輿と団車が激突し組み合うさまに、
観客の目は釘付けになっていました。

2 特 集
　伊万里市 この１年

4 みんなの広場

5 教育と文化

6 ほがらかページ

8 スポーツ

8 インフォメーション
 8  ３市町広域連携企画
 9  市制施行 70 周年記念式典
10 秋の叙勲・褒章受章
　  統計功績者表彰
　  �環境美化功労者等表彰
　  子ども話し方大会
11 年末年始の業務案内
　  伊万里市移住者カード
　  ご寄付ありがとうございました
12 12/4 〜 12/10 は人権週間
14 パブリックコメントの実施
　  日本公衆電話会教室
　  地域おこし協力隊活動レポート
15 ㈱アイモバイルが市に寄付
　  大和コンサル㈱が市に寄付
　  うちどくコンテナ巡回開始
　  コミュニティ助成事業報告

16 暮らしのチャンネル
16 お知らせ・募集
19 こんにちは図書館です
20 保健だより
21 市民相談ほか

人の動き

令和６年 11 月１日現在
● 人口　51,741 人　 （−     1）
　　男　25,285人　 （＋   25）
　　女　26,456人　 （−   26）
● 世帯　23,924 世帯  （＋   14）

（　）は前月比
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Focus On Focus On IMARIIMARI
　　　　　　　で伊万里の写真を投稿してみませんか。
広報伊万里で紹介します。
皆さんの投稿をお待ちしています！

イ ン ス タ グ ラ ム

応募方法は
こちらから→
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